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瞳
歯 肉付着 内縁 上皮 の超

微細構造並びにそ の形 態変

化 に関する実 験的観察

角 田 篇 美

大阪大学歯 　1:　 補綴孛矛一教室(指 導3下 総高次教境)



緒 吉

歯肉内縁と皮は、歯眉疾患の..,i位zあ るために、後 くの入 々の長年

にわkる 研 愛対象 とぱ ってい るDそ}/しにも淘 わす、 内艨 ヒ皮細 泥の畑

4%の 隷 紐についてば ま褝 拜らゐ・に きれていぱい。 また、歯肉内縁

上皮乞歯冠畑 学の立場 がら誑ると、補綴物辺艨部区歯肉縁 下に設定する

颪で、極めて重霎な得在意義起肩レているボ、異物侵襲に対する内嫐 皮

の態度.もまだ允 分に解闕 こ最ていない。 でこで著看は基礎 的観点がρ)まず

動物区瑁い、健 轄歯 肉艦 皮の超微1縦 芝ζ昭 らがにするた釣 と、歯牙

と歯肉との間にC¥llラ ヂウ ム箔9実 験的にオ申入 レ こ乾 に伴 ぱ う内縁 ヒ皮

における超贓 形態凌化芝知うこと二rレ て、磨黼 観察逸

行ぱ った。



第1頂1健 常歯肉内縁 上皮の超 微細構 造

獄 將 と 方 法

全舅内 に健凍 で、ロ腔粘 膜も健全乙認めた比藪肉老 い成犬Z8頭(合

平均体 重.,.,)を 璃いた。 便 用動物にぱ体重lK号 にっき4よじ(〉の割合

姻e伽 洳(P・ ・伽 ゆi加IS・ilium)磯 齣 注 艇 レ5'71LII

施 して上 顎犬 歯唇 側 歯肉 芝繕 出 した。 癲 蜜 レた歯 一.〃勉 の!%オ
像)

ス ミウム 駿溶 液(酢 酸 ベ ロ ナ ール 緩衡叛 便 用、Pけ74)で ズ、0・v2孟

時 闇 固定 レ直 ち に アル コ ール説.木之行 な い、 メ ダア ク「リレ ー ト(π 一

晒;ηe七h雄y励 ・ ワ:Me七h艸e七h礁 囑 鉾3-%

BezoylPer・xide舗)お よび 工湘 ン(Epon2/z)を 用し・て它腱

行 底 った。 急 ヌロ リ クの簿 協 方 向 跂内 縁 上皮層 のF^ii方 向 と平行 に な る

よ う に努 め、 ガ ラス ナイ フま た は ダイヤ モ ン ド'ナイ ブぎ 屠 いて ウ ル ト

ラミ クロ トーム(JUM-5)に て納SaoAの 澪 とに 超薄切 しr。 溢 切

岸 は コロヂ 才 ン膜 被 覆 の,;:,,.シー ト メ・ソシ ュ(1501πesん)1ヒ1こ 載 せ、

工 潔 ンh埋 よ リ得 たもの は館 和 酥 酸 ウ ラ ン溶 液 で 電弓 深色(え 騰 闇)レ

電 孑顕 微 鐃(JEM-T5,分 ・解 能 λ0煮,日 本 電 子製)を 職 、、 加 速 電
(S3)

圧60Kv,_一:/〃 〃～////・ 借 で鰈 レた。

観」蔡贋 料 の'?s上 二皮和「指 部 の ほぼ 甲央 芝対 象と し.そ の::ir';

に ぱ双 販顕 微 鏡 お よ び位衵 差 顕 微 鍾 客用 い.i3!`"_　 .皮 付着 の末 崘

が ら長 さ き二、 上 皮 の遊 離 面 と 固肩層 の位 置が ら厚 さ 左判 庭 レた9餃 簾 部

但.ぱ基扈 愚 上 皮透 誰表 面 乞含 む表 層、 および こ姓 らの申 聞層 であ る。

数お%`の 摘 出操イ剰貳 で と るだ1す姫 爵 間 に注意 深 く行 ない、 才ス ミ

ウム酸 溶 液 に よ る固定 の;;に に 楢 滋 部位 の歯 肉 嶷 お よび歯 庚旗 面 に

予あ 同 固定 液 乞 濟 下せ しぬ 摘 出 と二同 時 に固 一く_.こ 濠 漬 レた。

tら に この内縁L皮 ごの拡 蔽 の葱 猟 尽.同 一個 猟 固名歯 の 外{敬 ヒ皮の

liに つい て・も壁顕菎【に慶察 レたa
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観 察 成 綾

観 察を 彳了ぱ った区〃Nこ した.が って、付 着 内、縁1ヒ皮の細 配層 を基 底層、

中聞屠 、頑 層 の 順序 で記 選 す ζ)。

}、 基 廬 層

基 虞紬 肥 は・類 再磁 石.融 賑 膜 に は融 ゐ＼い凹凸 加 あ る.こ れ らの 細 罷闇

腔 は歯 牙 に近 い表 面細龍 層 の ぐ れに 比 べ'て,や や大 芝 く な っ てい るこ 乙

かご梦 い。 こ らに こ の闘 腔 に向 って 細h突 起が 誕 め ら沢 る ことが あ る.

細 龍 と紐 瞠 との結 合部 に ぱdew刀zo30η2eが み ら脈 る、 基1医細 泥の核 タk

形}ぽ 板 膜 茄 擡々 に撲 入 レて 不規 則 ぱ形 を皇す るこ とも あ るバ 、 衝 くば

緬 麗 外 形 に福似 した指 円形 あ るいば幾 再 形 であ る。 なあ、 細舵 鰍 に伴

う軟 介業像 ぱ 認め りれ な協＼った二v胞 翻 にぱ微7,し 、tano-

f十lamentぱ 少な く瀰 擾牲 に認 め ら照 る。 こ 畝 らの躅 隙 にば,楕 四形 あ

るい ば類 円形 芝ζ星す る糸紐 瓜力ぐ被 周辺 か め細 聰 の基 扈部 に亘 クぐ激を レ

とこ ろと'ころ に粗 画 ホ 繊 戻 み られ.限 界 力質環驟 で電 孑 懸 慶 の 高 い類 脂

体 左認 ゐ る ことも ある(矛1図)。

上 皮'結 合 紐 緯魔 界の微 融講 潮 こつい て1よ 基:.o一 の融 聢蟆 と電 子

蜜虔 の や や高 い膜様 薦 痘 と の間 に.綯 δ0〃武の電 哥蜜 虔 の低 い 中 鬮帶 択

存在 し て い る。 でレて..一゜"一に権 して い る基 底 細 寵 め'iii!膜 に ぱ .icv孑

蜜 虔 の高 い咫厚部 が禾 嬾1に 唇在 し、 そ の肥 厚 部1こ対瘧 レ た中 聞帯 で は

電 等韲 虔 が や や 高 く ぱ ってい る(才2図)。 さ ら に、 このr)の 慮 撚

入像 て;.は.基 底 細 昵の融 艇 膜 體厚 部 か わ衲ソ 〃 政の距離 に .電 孑 堰 庚 の

高一い一 線斌 認 め ら丿尺る(才3図)。 この よ うな,構竄9な す ヒ皮 ・結合 組

織 境 界 の鮠 杖.不 建続 で 破懐 してい ろ 所愚 に ぱ蘯 邊 しぱ ふ った.

2、 中 間 層

中]間層 芝ζ占め る各細 腕 ぱ 基ノ医細 吃に 比 べ ると.忽 激 に稀 平 に なoて

い る。{搬{象 い細 觝 突 起,j」¥不規.刷に突 出 して 隣機 、翻貶 と蓮 合・し(オ4図)
,
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こ の逹 結部 にぱ発蓮 の態 いde∈ 〉四〇$o用e爪 み ら政.で の数 は外 黻 ヒ皮棘

層(才 〃図 〉に兆 べて 少 ぽ い(労4、 ζ18',9図)。 細 肥間腔 ぱ兼 鴬 に狹

く均一 鮒であ る(労4、 夕図),隠 体 内 中二央 には蘊 寵 外 廟 二側 》くす る該 が

存在 レ 基 毯翻 能 に3なげ ると 同揉 に丿玖み裂 像 ぱ捲蒐 でぎ な が った、(矛4

図 冫,細 躯 内微 爪 顆粒 の奔 布 は 基 琢融 廳1こに べ て疎 で・あ る.torsoずiia.‐

mend冫 の!外布冫民態 ぱ將 徴的 で、 それが 栄 乞 なレて い る像 ぱ認 め ら綻 す く

背6T7図),該 周 辺 におい ては もono釦 鳥πに泥仁のな い琿泳 が あ るd(才

6図)糸 蔽 俸{蠣 円衫 な〔い し 頃形 区望 レ て主 に この 部命 に激 在 し.さ

らに 小 墜 紀の形9と った癰 面リ}丶肥体 と共 に、 ゴル ヂ ー装置,中 心 体 なむ

の細 肥 八 齶 が'認め られ る(才67図),こ レの 愈、 形拭 不 疑 でLa-iN"

虔 の高 い類 驢狐 が存在 し(沖 う図),ま た限 界 膜9も った蜜 各 密展 の 高

し・}願 粒(杢 約2〃 卿)が'll・ 数 歓在 して い る ことがあ る 儲8図)

3.表 層

表層 翻麗.の 礎撚 痢騰 造な.中 閥 後の 飆寵 と同嫌 の角7蘿乞 示.レ、 極 ・め て

健 全夜形 の気粒体9認 め る こ とが あ る。 こ らに 、 この遊 離表 面 にぱ糯

な礁 這 承 み 砂候 るo・ぐれ は鼈1手聚笈 の丿盪め て 高 く.八 ξの 不建 数線纏 状

構 這 が上 皮表 画 二平:行し、 な が い に釐 結 し て.;::レ て い る(才 〃

図)。 この 綴♪民縦 の中 に二ぱ.毫 孑蛋 受 斜蕩 く、 六 ヨ芝の ほぼ 一旻 レた

くb-1^7vZ〃 尠)Ili粒 も歡 在 レて い ζ}。慴 πめ 緬 礎 の細鯤 唳ぱ.紬

胞 衷 の竃 子窟 虔が高 く練 飜 と.なってい るた ゐ、 細 肥全 周 にわた る判 足

は 困難 た'が＼tiei間 腔 と思 わ れ る部亦 姻 み られ る ⇔ 切'図)。 この蔚 妹

横 築 物 と 下層{細阻 との穆 行 像 は、 不珊殊 であ る。

付 召ζ1こ のよ うな1上.皮{紬聢澗 に.ぱ、 熊上,皮ノ睦細 寵 状〆ト在 レて 、6・るこ

と叔 あ り.着 看 の観 察 レ た範 囲内で は.ほ と二んと動ぐ婚 申性 衝 核 倉麺 」駅で

稀 に は リ ンペ殀 芒認 め るこ 乙 毛 あ ゑ レか レ その他 の{紬腱,例 え}誕Me-

Ia.-nOcyteな と》は誌 め られ なが ったaな.お 垢 中 性 按萩 白血 球 〉々 リソペ

沫 は'上 皮細慰}(,対 レ特別 志〔・儀蓮 をも つ融胞 間結 合9禾 して い な し＼(沖

iz図)。 ㌔ 一
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ま た、 内縁 上二皮組 識 の繭「比 と レ て観 察 レた 外縁 と皮で'は、 そ の淋 唇 の

細 聰 内に栄 に なった豊 留 なt卵0鉛 如ηe嘘 を観 察 し、 験 粒屠 細 臨 内に ぱケ

ラ トピア リソ験粒 苞誣 めた(汁/0、!3図)

薦 察 ・

歯 チが らh畷 ・廟 出 レ た付 着 内 線 ヒ皮の特徴 に つい て露 察 す る。

謹}の 特 色 は外 縁 上 皮に広 べ て 七〇noずila.mentの 少 ない こと で ある,

潔鵬疑 躍∴臨ll搬 艨驚
は細 舵 小 暴 官 の発 建 に 乏 レ<、 もoη0デ1眈7ηeη土の充 滋 レて い るた二め に二、

遂 め て鞍 」駆墓度 の高 い」ヒ皮窟 能 よ りな って いる 乙速 べ て い る。 奢耆 の観

察 レ た外 徹 上二皮 にお いて毛、 同縁 の 所 麺9得 た。 こ の よ うに 歯 奥上 皮

,..・,.内 にぱ 七〇ル0釧6し批eγ比 が髫 日月に認 め ら齔 る の に反 レて 内緻 ヒ=;;

寵 穴 のt∂πo釧6し挽er比 ぱその数 力ぐ少なく、澱 潺佐 に存在 して い る点 賦 蒋 徴 で'

あ る。一こ の点 に関 して新 井(/963)践 唐{敏 ヒ皮 の一部 であ る 蔆豪 上

灘 つい て 観 察 レ 上 皮練 維 に乏 レし・こ と 隔 籍 レて い る。 ま 仁 人の頓

練(Aib・;getl9島 や 隔 内醜 膜(Zelld・S。1/9麓))

に おいても 、 じ衄σ細岬eに 七 は蹟 看 に誣 め られ な い こ とが報 告 ざ 候て い

る。 この よ う に角化 の乏 レ い都 血 に はboηofl拠 η1eπ七 の 少 な い点 で、し0一

酬 卿e・む阯 勸 齔 と閣儲 ること緜 疏 匹鰍B,。dソ σ嬲

右皮膚 乞 甲 い た観 察 で同檬 の 蒐解 であ る.看 看 の饒 察 レ た付 着内 縁 上 皮

にもtbηoずila.merじし の 少一無 ＼こ 匕 斌確 認 ざ れ .他 万 で ぱ纖 化 導 的手 法
(7d)

で 角化 ぱ認 め ら江 な ゐ＼った と い りWbr紬e励er(/9鼠)の 報 告 もあ る
v

こ の よ う1`tonofilcし 了ηe窪もは 上:皮細 肥 の 角化 に 関係 あ るごみ な され.る他

に・ 麺 寵 の鱇 」二重辱な 成 赤で あ る とみ 貰 こ鉄 て い る
。 寸 なわ ちCharles

ら(/957)は 楢 震レl vr皮鬢 の 小 岸 望実験 的 に伸 展 させ二るこ と,によ っ

て ね)no剤a_men,tの 走行 の憂イヒ左電与 顕鱸 で綴 察レ、'す べて のむo辺ゲ
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fiia_ment即 戯bあ 飢 丶は 嗣 ず一pr}じkieに 繍 レ レた が ・てそ

れ はZ皮 組 織 の一 っ の蓬 続 レた 弾 姓二系9影 成し て い る と説 購 してい る0
(祐)

この こ と3ま 仁0110ヂq乱祝eη七 カズ原形填 の雛 状 骨・裕であ る と い う君え一や、

細 艇 内で 一建 の構遺 乏ζ柔 す主 喀 故蛋 自侭 であ る とい う老え 方 と、 基・姐釣

に ぱ 同勧 も ので吻 る。 ・鱶 内鯏 二灘 一搬 歯 肉 と蓬 って、{蜥 に 雛

して い るい わ使 内部 的組1歡 で ある こと に観 点9お くと、細 能 間薦 に み ら

れ.るdesan,osa-meと とも1こ、r+¥i1の に形釣 成、外 とみ なこ 最 て{丶る賛一

noヂliのmeロ し の 亦 布武 滋 慢牲 て・あるこ とが㌧注 頁 さ訳.、一鰕 歯 廃の 払 皮細

'"… 異 った綴 能 をも ・)て形 態 づ'げら}段て い るこ 乙が 想4象で ぎるジ

労Zの 虧徴 と レ ては、 歯 牙 に極 め て近 い継 腿 に も 、 その 礎体 内に ぱ健

全 な細 胞 小 器 官が龕 め られ るこ と二呑あ る。 冠藪上 皮 にお け る角イ{二拭 本・

質鮒 な亦鬼 の最繊 階 ゐ＼ 蕩虔 の代丶謝逐 動 の鑑 わπ ろ あうが、 ある い賦

変性.環.象であ るか ば興 味.深 い簡 題 で あろバ.こ のiyに いた.る起 の細 聰

痢 の蘯鍍 佑が 、 七 浸の 頬粒 虐,鯨 層 の 細 貶 ぎ逮 じて 塑続 レて認 め ら遅 る

こと ば象 知 の毒輿 であ ゑ そし て 爵化 が行 な わ 齔 る口麟 膜の 鮪 飽 に

i、bηo創 乱7ηeれも が 豊 富 に認 め ら訛 穎趨屠rEi'iに.jラ トヒ ア ジン

顆 粗 が 出 〕嚏す る こ 乙も、 既K確 認 さ此 た 毒実で あ るっ こd'Lに尉 レ て最 近
C8`o)-

Zと飴 杖30目 ら(!%Z)ぱ.甬 化 拭行 な めれ ない口 睦 浩膜 とレ て口唇 溝

面粘 膜 乞 と りあ 庚 ケ ラ トピア リン験粒 の な いこ 乙9彬 籀 し.Fri筋1∂ ヂ
CZ71

ら(/963)ぱ ロ腔痢糜 の粘 騏 にお いて 馳 雇 の只釦 と魚化男弋種 み＼し

か み ら鮫な い こと 乞一報 岩 レ てい る.蓄 首 の所 見 が らも むδη〇十1比η量己琵わ と

ケ ラ トピ ア リン¥.何 らゐ＼の急 頃ミで角化 に蘭与 し/てい る とi¥う 従

汞 の后 ノしに受・首性1ζ与ノしる。 一す箴 わ ち付 養 内縁 上虔 にはtono臼 臨 漉eれ し

が 乏 レ〈.ケ ラ下 ピア リン顆 逝 の出1賜乞 赤 ないO乙 、 および 歯牙に 縦

レ.・;.tFに あいzも 、翻 絶 該 ぱ も乙よ り、 細 腿八 器蓚 殊 に細 陀 は の 物蜜

代謝 に お げ る叟要 攻購 素系 の 担体 で・ある 条紅 体 拭、 完全 な択 態で 存 在し
(ノの

て い う こ とiよ 注 目 一歹 べ と 点 で'あ る。B广;liら(/960)ぱ 由 肉 軣 部 ∂てジ融

出 す ゐ浸 嵐 液 ゐぐ.urと 因 じ成 脉 で・あ る と報 毒 し て い る。 こ れ ば そ0)崖.

沽 環 擁 か ら当然 の こ と 乙、慝 め シしζ〉ゐで.髱 耄 の嶷 察 し た二微 細1祷老 が ら椎 し
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て七、 内縁 上.皮の細 絶 的壊 能 ぱ タト{蹂.と授 の概 急 ζぱ 理解 し韆 い点 姻 衝い。

柄 宏 したイ寸巻 丙縁ヱ 皮 の 最表ノ髫にみ わ皿 る將殊 横這 につ いてぱ.ぐ 腔

が'汽{縁,と皮 固有 の凝 で・あ るカ＼ あ うい ぱ摘 出操 作 に よ って 生 じ る6ぴむ_

弋しctで あ る釟1ζ閤題 に す 姦戯篳が あ る。 イ可雇≡内 縁 上 皮が.歯 奔硬 継 織

に 「肩機 釣 ユに村 看 レ てい る ごい う立 賜 が わ危 えれ疑.少 なが らす・畊 む一

勧 切 生 じ る磯 齟 礁Tolley(/<b6)939))エ ナメ 鵬 緬 ゐ.ら'

上 皮付 着 部2入 蔚 的!こ裂 き蘿 した浩 累 内繰 虹 皮の 融 軈 左貫 い て結 合

繍 ま磯 く嬲 鞭 察 し(崎 レが 闘G日 崢(ノcup.961))ぱ .楯

内縁 上.,歯 牙 との 間 に あ る所 謂r究 二歯'i.ユ の 中で・剥 馳が 莚 リ、 歯

肉嚢 が衫 廐 さ.れると迎 べ て い る、 他7ア驫 床掬 な 歯 獲姦 の底 が エ ナ メ,レ ・

セ メ ソト境 に存を レ ていて 上 皮 芝エ ナメか 質 乙の付着 は存 在 し な い と

嵶 篇(w媚 瞬 μ9煮 湯 あ鱗 繍 してQ伽 ら

(ノ9拓)麟 繍 輿 験 の結 最 販 ε・褫 喀 の よ うに エ ナメ 順 紬

が ら)二皮9と 減い にあ籬 でき な カ＼今た乙A'て い る。 髱監 の便 用 した歯

牙 は蹴 のべ 歯 で・あ るが 嗾 他 の歯 刑 こ比 べ噛 魁 豊駒 妙 な く 慰綴 ヒ

皮 の付 着 部 が 長い ため み＼ 切 開位置 の 判建 冶摘 嵐操 作 は 容 易zあ った
.

す な わ ち歯 牙鮟 薮 と付 養 再 縁上 良 との間 に粘 膜 ・劉離 手 響 ぱ揮 入 遙す、

た 総切,5入 れ るだ げでa,し たも の やあ る。 レがし 歯 牙 に肩 機 鱒 に

付養 レ て い る生 きた上 皮1..、 掲 出、とい う襪被 的 な操イ乍によ ηてど・の

程1隻 に破壊 さ 澱 るの か、 また 仮}力 ⊂撮傷 ・破 壊 こ盟 た上 庚細 鮑バ 夐 ちに

固'髭(Σ薩fこ場 合 にば 細 肥 応窖の 職嵐 に.よっ て如 癬な る薦造9鋭 す もの

ぽの が ぱ全 く不 開で1あるク 労 二 歯ノ1＼皮 ぱ .内 縁 上 皮紺 脂 の褒挫 レた もの

zあaこ い う報 盛も あ るかぐ.そ の 承態 、微 髄 構 造.につ いて ま だ饌 鴫 さ 最

てド な いの で丶 櫛 廃 れ た淋 縁上 皮致 表層 の揖 迄 に つい て は 結論 べ与え

ら匹 な い。 ま た、 胞Kに よ ってあ 鼈 さ れ た 匕皮耐雇 部 や 歯 ノト皮に 闘 す る
(w,69)

報 告毛あ¥.瀚 灰 操 作 によ る微 紬梅 造Zの 影智 飛 あ るた め、 同 一の観

点 ゐ＼ら論 議 でき故 いものzあ 蠹。

庶 櫞 掀 欄 働 畑 郎 認鵯 澱る麹 ユク競 〃 のノ磯 粒

について着療する。5e靭(/9よ7順 入の蝦 の貘粒虐融融 に
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勦 雌 こ
cisい て 臆'丶 ゲ外 ピ ア"灘 磁 ど

レ らrodソ(/960)断 ケ ラ トピ ア リゾ職粒 め ま わ りに このよ う な

駿粒 さ埀慙あて}ア ラ トピ ア リ ン顆晦:乙 の髑 猟 につ いて論 じ(い る。Hor-

sし了η乱貯し ら(!9ぐ8つ ばv塗 甚spあ 广しldeで あ 姦 と・准建 レてい る ゐぐ・

この 覇瞭 な限 界 膜 ≦ζ禽 するハ＼顆粒 にGor-pus(:u,la,と 命 各 レたFreiら

(!9bl)は 、 薀 常vi田Sに 認 め ら沢る 鰍 と レて、 穉 生 し て い るこ ご.

結晶縁 の 醐[1と 汞 すこ 乙.翻 艇 グトご・・も丿髯痘 よ二嵬全 な形 の も のゐぐみ.られ る

こと.複 穴、に も存 伍 しzい ることな と1・の龕 条件 笈臭僑 し な い 点 で γレ

砒sp猛r崩cbで 隻あ るこ 乙 に対 し盃 定 的 で'ある。 またOdi乱 護δ(〆96,の

ぱ、 正 幣 な蘇 維 状 衆粒体 の嬾 さ れ た結 果 生 じた、 鼓弱 レた 糸惣:体 ずあ

う と報 吉 レ てい る。 著壱 の 醗察 姑 果で・ぱ1そ の六 きさ、 形,電 孑 髓 度、

命布 仄 態 欺乙 が ら樒 灘 す ると、 以上 の藷 豪 球報 壱 レて い る八 顆 粒 と爵{癢

の もめ と 悪 わ れ る。 レ がしノ こ の1ト・驪 拭 成浸 レて大 と く斌 って い る所

党も得 ら 綻 歳ゐ＼っヒ レ ダ}丶.一 にみ われ る央 型.的数 ケ ラ ト仁 ア1ノ/鬆

粒(ジr!3顴)と 思 わ 沢 蔘もO,)も 認 め わ紘 あ丶った..レ たが って 少 な く

とも 蹠縁 上 皮ピ お い て紋 この承頼紐 力で、rrの 行 な われる 口腔粘 膜に
(6勾

塗敏 るよう㌦ 励 ヒア招 騨($° 卿 螂 ら 儒,敏Alb一崢%/%o
'翕 職 冶

)/%/・Abn曾b坊(,1、96名'弟 併 ・
/96z,命 しb囓/96名 、L;・ し解r{肌196の と目じで あ ると

い う結 論 に ぱ到 蓬 でぎ な い。 こ ら1(ニハ＼驟 粒 につ い て、 条麟 注床 歓 否

莚 す る癨 由も 見当 らないD

庚飜 と皮 の上 皮 ・結合・《r3=の 鬣 皀に つ い《ぱ、 同 じ く上 皮1{笹磁ミで
(si)縫)

あ る 皮 層 に お ヒγる報 竜吉(〇 七し《30nら/9(ぐ3,PO}師`しeゼ ノ9拳 イ∠丿 艶158
C73)(≦P)(労)(37)

ら/9ru,Selby
cu?)/9就We}・ 赫/9払L鵯 ・らノ蹴

Od噛 引9蛾 謝peむe・ ら/ア/i饗
、bbs/9箔 、s卿1

/9貿 ・;:/9甥K・ 厩 ソa_sh/96ろ 誘 嫡/96/)と 同様 看

あ ろ。 口 腔鍵}膜 に豹 いて、The籠 瓦η↑し(/9よ8);ま 、 電 頭 篝幻に1・吏二重

貘 擁羞 と禾 す・もの麿 と遮 ぺ 、 っ いで・島し$g}くeら(/9ぐg)は 、 そ れニカぐ

翻 嗾 乙Pr鋭 甜 解 飢 の肥厚 と、 乏 の寵 濁 たし てい る均 質 敏 結 餬
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鍬 ・徽 。て菌 と鱗 レている疹 らにZeliじks。 祕G96讚 ㍉ま.

角化 の 行 なわ シして いな い 口腔 一゚ し ぐ、 線 纏姓性 蜑鬘ζも つsubE-

P出hell刻 翫e肌b糠 れe力 母基底 勧 聰 と 奥皮 の 間 にあ るく二とぎ謎 レ てい る。

また聯 にあいてK畝 厩gLら(/%え 蹴 輪 と齔 ように 舶 瓦聴

πむ の 茜礦 レ た膜縁攤釐 乞報 告し、 新并 く/962)ぱ .基 扈 細 眤 の基 底

部 の細 肥膜 に彼 線 掩 直9観 臻し、 こ の;;..膜 が あ約3〃 麟 の 薦勝9繍 て

て、:_の 高 い膜檬 撫 」皀左認 め て い る。 看 首の 観 察結 粟ゐ＼らも 双 上

の懿 象 とR・檬 の前 麩包磚 た。 レお＼し、 こ 軟らの蠡 尿択 、 中闘 謄 の嗜 等犠

虔 斌 枢 く一建 であ ると逮 べ てい るの に辰 し、 巻聲 のC:C・'O::+に均 いてぱ 基

齢 騰 嚇 脚b蝋 一sl・卿b・ 轟 舗 」磁 ら海

躍 俘r6しt2ule)に 対2&し た 牛間 帯にt}乏 の他 の匐 赤 よ りそ の=-r

螫Z隻 叔 やや高 くね〔ってい て、 こ わに群 細 に観 擦 す れ,使鼈 孑塞 震 の 高 い一

線讎 貌 この点に亂 て雛L眦?妙 厩(19謂 臨 艫

肉 上二皮 の微 袖 礁這 乞観 蓁レ て着 老1と,同様 の 所 冕 左禾 し てい る.レ た二が・つ

てこ の よ う蔵櫞 糧造 乞禾 す点 も＼ら、 基麿 膜 とし て二 璽膜 儀造.2汞 すと
Q.菟 ナヲ,純 ク弘)

する君え.巧よリ艮 結倉・短織側 に存在 すζ冫霾子盛虔の高い轟造物 区いめ

ば「蘆底膜 ユとレ 電各嶺度の倣い車間驂ぱ 厂墓底膜 ユと基琢細驢乙の
(7.9.¢ ア)

拷敏乞司 蟄とする萄え方に よジ妥当性ヱ見 い出すここ斌でき る」

次に鰍 蹠 歓 への臓 蜘 劒 遊凶 こ亂 てぼ 三猟 、9叙(6?

腱 液幡 の艪 ・抽 て黠 レ 生理魄 晦 晩 騨 縦 磁

す べ'きで、あ ると結 論 してい る。xら に.0妊 仁0ηi(/95フ)ぽ 健 簾な

歯 肉 上 皮に劫 る リン・鰍 継 屍9 、 纐 蜘 こ観察 し鶸 レて い る。 こ

め謙 ぱ 蟹複 臼血 泳 の滋絶 よ・もと よJ 、 リ ソパ旅 の存在 ぱ、 こ瀬一ら兼 ヱ 皮

...
,::・.っiし てPる も の こ思 わ札 る

。

総 括

健 徽 蹴 嫉 齔 ・囎 嵐 レ 噛 肉鰭 海 縁L殴 につ い 欧 一_微
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鏡 的1で驟 し次 の よ う な結 累 乞得 た.

1、..に お げ るヱ 皮翻}紀纏 弖の 間 腔 ぱ.基 麁 翻院驫磁 除 い て疫1一

胸 で あ リ.(iesmosame}ま 渠ト鯏 二皮の場 合・に 比 べ・ると発遵 が魃 く、 ぐ

の数 も り7ない。

2内 ㈱ 二皮細 麗 に認 あ わ鼓 るbηof;厄7ηe沈 の!昏妬 ぱ歃 で、.外 縁 匕庚

の受 れ に比 べて 歩な し㌔

3内 縁 上二皮 に おい て 賎 教 層 に近 い 紬寵 内 にも.糸 粒 体 なとごの総 能八

審 畧拭 健 全 依形 で認 め らi}'La.

4穴 蘇 よ:皮にお げ る鼠 底細1肥の細 龍 膜 と..誥 合 繍 側 に属 す る竃 各麩

農 の 高 い膜撤 構遣 との簡 には.:;虔 の/低い 中 聞跨バ 艫 して い るu

なお 蓬彝 翻 隠 の細 肥膜:一 に対応 す 惹ヤ聞 礎 に ぱ.電 手朕 鬘 の高 い

一{繰択認 め られ る
。

労」[σ負:異 物 イ戞襲 による歯肉内縁 上皮の

超 彳叛」規 肉 形 態 疲 化.

材 將 と 万 法

rti::、 労 工贋 で観 察 した 叡夫Z3頭 におげ 急上 顎犬 歯0)及 村側

同&鹵 乞 滝 い,光 顕 曙に ぱ 、 こ混 とは別値 に ゆぐ夫}9頭(♂,平 均 体 重襌

の上 蜘 ぐ歯 を偵 用 した。 こ 壱tら犬 歯 の唇{側歯肉 髦対 象 とレ て 灣 さv,vz

～猷04〃Z尻 の純ノ¥Qラヂ・ウム 権(双 下Pd魘 と賭 す)き 歯 牙 に密 楼 レた状

態 《 で き るだ け深 く(dojし て 平埣z、7フ π7花 の深 さ)葎

八 し、 歯 牙と歯 応 とが禽 醜 され るよ うに着慮 した。 これ}こ対 するPd(の

他 端 ぱ 歯 肉 縁 ヒ麹4皿 刀口こ設 置 した煉 成 瀕 用5一級駕 洞』匁に圧接 レ

_U_



その」二がらZ眈 ・aideeα 拿en・ICer・ ・e誌(Nξ ・dソ陀 逮 売膜 して

固足 を彳徽 つた.な お この擬作 で歯頚郡よリ嵐血 乞昆た症側はすぺて除

外 した。電頭照熨察期 間ぱ./,z,3,4.,s,6,7,S,1ケ 置 とし

光顕 職 察鷏 間ぱ/魂 疆 の鰓 であ う。 なおこ眺 驪 峡 鹸 民 肚

麟 ・入位置の判定 と.,a.に 伴 ぱう内練 上反の粗 練劇 もの裡度 の六

要Z知 ζ冫た め、電 顕蔚 観察に併 行 して行な ったも のである。歯 肉の構出

榛作 はPd,箔 挿入後に撮 影 したX線 写真 ε丿参藩 に して、Pd谿 を歯牙

に密捉 したままで注 意深く行 ない、それ魯蔽電頃 用およ伏竜殯用凝察に

伏 した。 電頭瑁としてぱ 輿験側 め歯寄斧 と健轍llの 歯肉 牙と9同 時に

嶺 出して、 才;戻 で竹ぱった'乙醵 の方法で,謙 のイ儂被 望彳了な「った

ま た光顕 用としては ノ0%中 姓木 ル マ リン溶 液で固定復 .ア,レ コ_ル 脱.

水・/ラ フィ ン冒埋 き打 せってがb .約7μ の切片 乞作製 し、 ヘマ ト

ギ シη ン ・エオヂン重決色 さζ施 した。た〔お実奪験 剣におげる観聚部位」よ・健,

常側 の場 合 と局一条件 に従 った(才16図)。

こ」'"Lらとは別佃 に、PcL癢 の生体.に計す る続留佐の菅瑜 と知 るた、め、

他の威犬(♂)Z羨 の口蓋粘 腰 下に 瓰 第と埋入レ 創 傷の治癒 忽待 つて

光顕的に判定し1之。ま たP(し 妬の挿入 によ る内縁 上皮細 肥層の損傷 と

夜化の皺 乞知るために.五 邂 した 方法"Pd,賠 望挿 入後直 ちに こ就9

険 去レ 齢 窮 よ側 週 間彼のもの9>願 售駄 観察し た。

興 験 瞬 績

1.嵐 服 的所 見

譁入 した 既 箔 噛 牙に騒棧 してお り、 全観察 と通じて歯翻 噛 肉の

炎症症沢 は認あら腔す 健常側 と剛 莱であった。またP乙 篭にぱ歯垢,

歯石の 疣 着 幺認 め なが つた(才'4図) .

2、 顕微 鏡 的町 昆

輙lo一



1)光1単 頭畑 的 醗

簿 入 され たP己 箔 の末端 鄒 ぱ.付 着内縁 上皮 の歯 攝失側 終 末付近 の

位置 尋終 っでい る ことが'判力＼るeセ'ケ 図)、P屍vr"II・ 付蕎癶

縁 上皮 のZ下 艪申 央部 では 健 常 の場 合 に比藪 し(、 その 厚 こやZ皮

翻 睫 形 態 の差翼9認 め に くい.し が し注恵 して観 緊 ナる と、基ソ籔細 眤

の 蹴 列榊 や や不 規刻 に な って い ると こ ろ毛 あ る.ま たL皮 の瓶 面 に近

い/・V沢 層(力細 肥 で、は 、被 染噂葱侵 の低 下と二族 の萎 縮 籾 み.られζ》(才 ノ6,

!ワ図)、 この:部あ・に・徳当 サ 乙 ヒ皮下結 合 組織Kお いてぱ.鰹 農の 毛畜宙

血 鬱拡 張 と、 炎症 牲 融 聡 撰 濡 慢性 に認 め ら鹸 る,こ 蜘(併 竹 して 結 な

縄 織 蘇維 の鬆 疎化 の傾 向 も み われる 。 一

こシしにヌtし、 挿 入さ 身辷たPcし 箔 の遊 瓱端 都 尋ぱ.結 錦 巨輙 中の 毛細

血 管 の拡 紙 と炎症 性總 肥 の浸 濁 ゐ＼枕 藪痢 に看珊 で あ 含aま た こ赴 に対

応 す う上 皮 〉〉 ・.と して.肥厚 し.… ・・ciFi一 有贋 に 向 っ てわ

す・が に伸i傾 伺 さえ 認 め らπ る。 尸沈 箔 に綴 す る歯 肉辺 縁 部に お

いても.毛 蘊 血管の拡 張 と細 畑 乞 認 め る叡.胱 髓 鸛 部 に 比

べ てそ の程 虔がイ医い(矛16図).双 と の組 緻 友庵 に ぱ 、金観 察期 間9

蓮 じ 壕ケ の 褒 勤 鯉 あ1λ 企 ての 一と皮層 £薀 じ'て衝核 白血 歙 駅認 め ら醜

る 。N

こ疏 とは矧雁 ヨに予礦 的な異 蔽 として行 な ったの であ るがぐ.PoC鬚 掉

入 操作 その 毛 の によ る上 皮,..よ び他 の組綾 の撫 秘 嬾 傷 ぱ.豬 と・

認 め る こ乙姻 て・きぱが ったρ ま たギ2d丿薯 の赫 質 によ 葱編 害牲の 看蕪9

判走 す るため1:行 な クた粘 膜 下埋入の結果で 岐 埋 入復5、41置 後で・Pd.

礬 周旭 に蕊 け る線 維 性 の倣 蕨 形放 屶圃み ら政.將 異鵬 影層 ぱ認 め ら液

な が った。

}})電 孑頃微 魏 的 所 見

乱、 細 龍 間 腔 に勘 卞る褒化 。

鑞 的 に細 眤 間腔 の拡入 力弋'みら匹 る(牙 ノd図)ウ 細 照 間腔 は 乙こ

ろと・こうで 翼 常 に拡大 し、 極 めて長 い細 舵 突起 が 互 い に細 汗嘗間 腔に

向 い冶トい、 特 徴 肉なr粟 ユ9形 威 してい るvこ4)r稟 」茎髓 庚 する
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もめぱ.主 とレ て杢 の一定 レrc(的0、/声)飆 肥 炎起 で あ って 数

按くの 摸 断 され たdes≫zosomeが 亀し睡 じ 使認 あ わγしるこ とが あ る(キ

ノ9図1)。 細 肥突 走莖の内 部茜 釐 とし て ぱ.'婚 労けまもめ}弍詔)ら れす・

細舵 虜 と 同し であ る.

b、 巌 表屠 細胞 の形 態 像

最 丿表層 の細肥 で は.細 寵 質お よひご族 の 冉容 択 と,もに稀 簿 化 し てい

る()ヤ20図)。 陥体 成 にぱ大 ぎさの さ よさトまな 峯胞 斌み られ,.琺

に 既 塘 に面 した細,.,,一_;.し て取在 し てい る、 細 胎 ト器 官ぱ 殆 む

認 め らシしす 糸粒 体課 鎚 物¥'と こ,うと・ころ認 め ら〆しる程 展 で あ る。

P6し 菊 に並 梼 レて い るこの 細 舵蘰 の形 態 像 ば.孝c.(益 約"、/

/瓦)みN'釉肥膜 面 に董 直あ るいは 傾 斜 して突2kし た 形であ る ぐ身20図 ≧

こσソ突起 の 殊黐 こぱ特iこ蓍 嵋 故褊 潅 物は 認 め ら舵 虜 碇 体、内 容 芝 日

L'z+あ る。 この よ うな 肥 俸 麻容 の・稀 蓼 侭0)児 象1ま.表 層 飆 陀直 下 め

/vZ橘 め細 陀 にも認 あ ら践 るこ と叔 あ る.こ の場 合憐 接細 院 の間

に はde3飢OS6拠eに よ る結 合・わC'ケ攻い よ うぐあ る(錦2/図)D

α 八 顆 蜘)多 偽

術 復Z,3週 で 上:皮紐 肥0)胞 体 跨 に蓮 め て 受数 の 爪叢 粒 拭窟 め

峨 た(救2図)0こ の も の は ぽ踟 円 形 艦 徽 妙 解 脇 奄

電 与展 虔が極 めてr7く 、 内部 擴造 乞も 之 ζ匸い も の叡!気 丶択.あ るも'

(7)ぱ限 界膜 にが こま孔 た 滋那 択電 冬透趣 性 とな リ、 その 中 に 電 与蟹

虔 の 高 い 部募 バ認め られ る。 このノ}＼穎 粒 が 度数 出現 レ てい る 翻肥 応

に ぱ.糸 畑 夲・政乙ぱほ とん と 冕 られづ7二細舵.質ぱ均 麌的 で・あ る。 こ

の よ うな八 軟 紅め 肇発 現 象 ば 特Kと}支 表 凾に近 い層 と 占め る飆舵

に認 め ら尋'辷る.

cL.糸 粒 体 の形 態褒 化

蓬瑟 鰡舵 と表層 黐眤 との→7間部}(:あ た る 稀 平な 動腿 で ぱ,余 粒 伽

の形 態 役 竃 叔特 に鬢 レい ぐ才23Z .4図).す な わ ち その 巾 丕 は

健挙 側 で み ら抗 κ もの と 褒りゐぐ鍾〔いゐぐ 孜蚤.叡複≧め て長 くぼ リ約4

ノ祝 に達 す うもの も認 め られ る、 レ た於 つて'V¥・ が ら兼1たにい1ヒる
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歡 な形9望 レ 蜘(ば 盈 、樹レ また条袵 猟 の 歓職 ぱ細 麗 伽の 濠軸

に一 致 し て農く齪 列 レてい る ことが ある。 この よ つな痢 紅体の 内部

韃 につ いて ぱ.Gris七 ¢eの 曙艨 なもの も潔め ら}!しるが、 総;,;

に電 孑奮濠 が」噛し、 内部 騰 造 にr不購賺 な こと が 多 い.糸 粒 体 め形態

獲イ6は膠 衒 彼3置 の・もの に 多 く認 められ る、

e .上 皮 層 にお ける環オ亥臼 嫉

備 後 すべ て の上 皮纖 内 に多教 の 衝核 臼血 疎 の介在 於謎 め ら綻 る。

そのほ とん とひは潛 沢な細 體 膜 芝ζも ち、 類 国形 あ る いは楕 両形 で あ る

く旁zo.z3図)。 」ヒ皮 紬 瞭 が圧扁 され て細 秩 くな って い る表 層 部

に おい ても 、 とき には細 皰 爽 釐 ぎ 泌 して いる こ とがあ るク 以 上 の多

救 白血探内には、分葉 レたオ亥斌 あ り。 電 写蟹虔の 高 い豊富 な条 蒄 体 々

電 菩蜜 虔 の彦}い爪願 麺 が微 八顆 粒 と某 に認 め の挫 る.な お こ穀 ら構

成唾ぎ素 の 変勃 は、 壕族 白血 球 の小 在位 置 とは無 閣係 の よ うで'ある.

す なわ ち上 皮 の基:1送層 、 中 商層、 表層 に!tる 犂丿複盲 血 璃ぐき二遞 じこて、

糸粒 体 の大 き ミ丁や形 と数.藩 亥の丿kくきさ と〃ト業 数 、ハ丶馳 の数 な と.iこ

ぽと んL`差 異が懿 め られな い。

十、 象核 臼血 燕 とr基 底 膜 ユの関 係

上 皮 内 に今 在 す る衝萩 白血 稼 の数 ば 健 常側 に比 べて増 加 して い

るが 、 「基 底 膜1に 擬 近 し て いる所 見が レ陵 レ 慶 蒐受 げ ら鹸 るaこ

a)場 合、.多族 臼血.球 の細 聽 膜 に属 す ると思 われ る電 孑密虔 め高 いノ】＼

爽 起 バ認 あ ら甦 、この 二ちの ぱ 「._:一'ユ に!訂看 レてい る(才2ケ 図).

薦 察

上.皮と二歯牙 硬畑 の 悶 に 異物9神 入 す る実験 は、 入工 匐 に歯 肉炎 琶惹

Irレ め て、 その 威 リ立 ち♪セ病 態:;=す る 目釣 の もの と、 上 皮と異物

との規 和姓 あ るい ぱ ぐの・侍着 状 態 乞iか}こ す る 百釣 で銜 な わ 候たも
(ク9)

の と斌 あ ゑ 後 耆 に属 す る も の と し て は、Z島n(Leめ(/9S-b)が す で に
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Gらilubsea.cetatef}厩 を 瑁 し・た 輿験 鮪 な し＼ 光顕 的観c,レ て

い る9

鬼 騎 ぎ 照 い た著看 の 光顕i"'に つ い てPd箔 遊 離 端 の位 置 と穩

襲縁 の・位置 関 係 、お よび 内{縁上.皮最 表層・の細 寵形 態 か ら縫 測 す る と、Y

皮層 ばP(廴箔 と完会 に蔑 触 レて いたこ と拭想 像 で き る.P(廴 箔乞一庭期 闇接

触 させ た 上 皮 固肩 層 に ぱ それ ぞ鉄 輕度 の組織 庚廃}拭み 砂れ る献 、他 方 続L

箔 ぎ搾 入 レ て直 ちに これ を除 去 した._に は麥化 が殆 澄 む い こ とが ら塊

轂 す ると%箔 削 継続 して神 入され な影 響 の結 果 とし て喬 え わ汲 るn

この紐 織 反応 ぎお こさ せ る 因 孑と し ては.異 物挿 ♪丶に よ る物理 餌 ・蕨

廟{術劇 激 と異 物 そ の・ちの よ リ生 じ る化 悸 的劇 激 .翼 物 のreyに 付 壱 す ζ〉

歯垢 ・歯石,あ る 丶鳳 こ勘1=f主 す る細 勧 尋素 に よ る2次 首臓 劇激

が溜 え ら鉄 る、 看壱 の使 顛 レた}燒 箔 は.化 学 的 に」咲{定レtこ金 属 として 認

め ら腔 て蕊 り、 ま た崖体 に対 レて は.川 原(/960)択 生;.と

諌 し てい る よ うに、熊 常 に」霍湘 姓 のあ る ・もの と蓚 じ ら戯 てい る。 看 養 姻

予 備 的 に行 蔑 った住菰 内埋 八 異 験 にね レて も、 則籔 は無 薯姓 とし て観 察

さ 蔽た。 ま た、捧 入 レた1牡 箔 の表面 に、 廊 鼠 的 に歯 厖 ・歯石 の 兆眉 が み

ら れ な いこ と は.Pcし 箔 自 實 がか な り潰 沢で あ).レ たカぐって冥物 ・訂着

に よ る2次 宮マ影響 ぱ少 な いも め とみ なご れ る9Pd.箔 ・と童 竣 鬨)僚あ る壱

のの他 に・*!の 箘定 に 用いrZinc・xideεure・ ・lc・meatの 溶

鰍 よ翻 激とい うこと撼 念疎 る讖ZircG・xidse騨 ・1。・-

meetの 撮 譬齟 まほとん凶な し・とt・わ汽 また固寔の にめ に轂置 し礪

洞 のit噛 肉,r-':・ 励 ・な リ離 れている たぬ その亶縫 の影翻 ま尨

之られ,ない。 レたが'って、 看壱の行 なった段L箔 の 挿 入 によ って 軟{組

繊 に対 す{う機 載禽 刻激 が一次 的1こ茄 わったもの とい之 る。 獄お財 箔驪

蜘 こ箱 当してみ蛻 しる炎症伽 弍 ます殴合動作 に伴 な ・た肌 箔 遊 離端

部の動捲によ って 譏稜的な剌激択局所的に更に加わ った.ものと葛 え ら

江 る・ 次に、 財 箔 ぱ歯升の面に蟹棲こせ歯肉乞剥離 了 るよ切(二挿,入し

⑳ 働 賦 合着 耽 メントな6娚 鑛 剤 ε用い てい政いので、 財 箔と

断 との間にば 燃 劇 こ鋤 てノ}・こ噸 隙鮪 在 レてい る蜘 こなる
0
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蟶 液 な とヨまこの 間隙 を二通 じ て 口 膣 擁か らP(む箔 遊 繍 部 ま'で侵 、入で きる

ので、 てのZ双 的刺激 によ る影響 客看 慮 に入れ る 心 嬖 削あ る。 っ 芝に 菌

肉辺 縁 部 ぱ 食 物な6に よ る クト釣禾件 に左右 これ や す い場 前 石ある。 漆

研 筅 の霓蹊 衂観 察部肛 は、 以 上 のZケ 所 とば隔 た つ てぱ いうが 、 生活薇

能 が わみ 投 使内諏 払 皮全体、の 間 題 となる。 した が って雇「所 にお け る,..一

の微 緬 檎 造 の疲 化 魯ぱ あ っても.函 部 分が らの関連 的 故髟 響 芝ζ無祝 す く1

こと は で きな い。

幔 牲 炎 症 時 の 再緩 匕皮 ぱ呑釐 の 形液 琶云すが.固 肩 層 にお け る結 合組

畑 誰,の賄族 や疎.開に応 じ て.上 皮索 の形 成 み囃 め ら 鼓 姦時期 演 あ る.

本.実験 にま}げる題躓 的所 兎 で ば 履ノ瘡 に樽 して い る上 皮細 賑層 に ぱ よ

だ著 憂 彊 み ら玖す1表 倭細 鬼 の被 染 色蔑 の低 下 と、 笈核 倉丘L泳の 弁 在数

淑麟 側 に垢 ぺ て 壕くな ってい{瓢演態 で・あ る。 またよ.皮細 賜 の形 態 ・も健

彰便ぎ乙装ニリカでない。 この よ うな 爰化程 虔9太 す 内{縁」と,皮の光 験 的所 昆9.

,ニー,;A;.「昆冠 照 合 してみ る と二
.表 層細 龍 にお け る題 体 匹容の稀 薄 イもと震i

運 性 髱慝 わ匕.衝 嶽 資血 」駅の簷 加 は,よく'致 レた点 で あ るa他 方 上 一'Gf

鼈 の細 寵 閣腔 の拡 大 絶 糸謹捧 の硬形、 爪 藾紅 の衝発・.厂墓篠 膜sと 宮

{qrの 関旅 ぱ 光 嚇 ではか っ てみ ら訛 ぼが った 所 見であ る。

Zん ηdβ广ぱCeH副03e農ce伽 むe.撒 肌 と.,の 有 壱 が 、 エナ メ ル

質 ζ.ヱ皮 この 関 係 に よく似 て い る こ と左.疱 顕闘 に 雛麋し報 髫 レて いる。

琶老の 醗 察 レ起 海飜 皮の表層 細 確ば、}妣 箔 よ り歯 肉弁 乞!外離 し尺 も

の に っ いて の 滋 頭 的所 冤で あ るaこ 齔9Zの η4e「 の(}貝 韻ose暇 ン

etcrtefll魏 に悔 亨 る表 鬢細 泥 の所 殖 乙 比藪 レ てみ ると.髱 髱 の 甑

箔 に樽 し てitiiと 演 形 態的 に灘 して い る。 またWあe瘉 雌 曾
(?.2)

の 果 験(/9rク)に お げ る、 金 唇 緑 のま わ りに齦 ノて い に匕 皮細 鼈 ごも

類似 す る形 態9禾 レ て いる。1ヒ 皮と 使用 され た翼物 の付 看状 態 望観 髴寸

るに ば 、 そ1の冥 物 斌存 を した ま まで作 裟 ざれ1こ纛 本、で'ある こと 承望 ま し

い。 レか し 現 在二・行 な.わ政(い る電顕 屠橡 本、の作 製孜術 で ぱ不 可能 に近 曳.

殊 に 金属 ε瑞いた 場 含 にば、 歯 肉弁の み 客命離 しな けれ慶 慶察 るきな い。

レ た畑 って この橘 宏糅作 は1、欝 融 上皮の 表面離 乞 ケ 底が らす 磁 す る
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お そ 映択 あ る。 さ.〈 橘 嵐 レに上 皮 の表.髫細 眤 区竃 顕 的 に齪.察す ると、

細 耳乞喫莚 ぱ完 全 故状 態 に保 た.れて、お リ、 こ らに'ぐのタ〈蜘 で ば、 よ二皮融}挺

閣 にみ られ.るdesmosomeの よ う な紬 肥 腰配 博部ぽ認 め ら江 は い。 こ
(7!〉

のi.販e頃 烈 望(/9夕6厭 板 云菌 牙 の歯掴(釧 建 旋 つ1アてこ

荻 乞 再艟.レた場 合 に 、Y皮 と金箔 乙の建 紺 が、細 陀 笶起 によ つ て貨 な わ

鞭 た 彪頭 像 と攤 を思 わ 亡 る。 し たカvつて爪 実験 に お げ る諺1蜜榛 仮iくよ

って と 皮 表唇 の 墳傷 ぱ ほ とん と・な い こ とが雑 測 ざ 腔 る。 さ らに細 颶 掌

的 に は 表1曁細 寵 と中 間層 細 眤 と二の 結合 が、PとL翳 ど表層 細 陀 との結 合よ

噛 ・こと陥 驚 せる.こ の勸 続 突觚 助Sk。 らu9鍔

駅 電頃 的 にChicKe和brソ αの脈絶 膜 に認 め てTnlαOV}IBと 命 名 し

たの が 蜃物 であ る。 ご 紋 ぱ遺顕 鈎 にv.・Gi"い の脈.てい るも の に視 蚤

レ 艤蝋 轍 せ蝋 諭 疎 曾e咳/9夕")・ 鞭 囎 毳興

肥 く・人.βbO7π ら./9叙)、 甲 キぐ腺1(大 黒 群し,ト40n广oe、/9ξ3フ ノ

(嬢)
咀 姦 上.皮rHc.(廿 日 欺Yん π 祝4硲 ノ/ア まξ゚ )、 舶く絡 膜.,,;.(鼠

(侭)

免,Millerし ら,/9ま6)な ご'にも 誣 め ら江 る。 こ腔 らの報 盗 によ ると.

そ の巾 岐約a1ノ 乙で あ る於、檬 さ択 紬 罷 の殲 によ クて 異 な リ、 約 夙よ

ノ乱か ら2、 ク函 に まで違す る ものオ特覧あ る。 レ がも こ のr'i造 は均 質 で

線 維 性轟 造 は 認め ら江 ない も ので あ る。 管看の 観 察レ た払 皮飆 陀 の葡 腿

奨 起 も、 線 維 性繊 造 が み われ,ない点、で ぱxniC厂oylll}の 範 爵 に属 す うもの
C71)

Z`あ って、W鶴 廐 蜉 ん恍 顕 釣 に観 畷 し た繍 獺 橘 と同 じ粧 嘆 の ものや

一tonc-fibri1は 認め られ な'い
.こd)よ うに 禰C广ovim起 も っ紬 肥 が 蹴 箔

に捉 してい るも の と想像 さ舵 るが.ぐ の 他6)物 嘆 .例 え3ま蜜 豪融 幺液 な

と・も当然 命・扛 す るは1すで あ る。 したが って肩冫蘇的付 養 と い うこ とに 観,,.

茎 お くと、 金属 であ る尸d.黶と1'_皮 紬 聡と の犧 融 閲・鎌は 歯牙彼 組 識 とL

皮 の場 合 と 同辱 の扱 いぱで さな い.

つ き'に、上 皮繍 躔 にお い て観 察 これ る巻畷 な変 化 の 一 っ とレ て.細

詫 間 腔の拡 大{ζ伴 な う細 腿聞 結 合 の乱 れ が挙 ぴ られ る。 電 与顧 微鏡 によ

る こ醍 類 働 形 態像 に つ いて はGI.rGiT!・ ζe曜 上皮 に飾 し 辷髞
碕)

現 わ 縫 と い う報 堵 力吻 る(Seta.la.ら/96/、 しisも勉tεnら
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(3$)(br)

/%3)。 また最遊下h販 掴 砂(!9耀)力 噛 肉醺 肉 こb回 庸

roη履 昆seや 色竝 球 の爪 乏ヂネ ー ト乞 注入 した結 果 につ いて の報 皆 にも

み られ 葱 もの で あ る。

髫者 の 奚験 結 果 が らは.細 昵 躅 腔の拡 入 や類1こ.rOV田;の 多発 め他 に,

この拡 穴 レ た間 腔 にぱ数 多 くの族 断 され に 誌e數η030斫e姻 観 察・さ践 た.

こ の よう に、 勧 舵闘 腔 の拡大 にも拘 ら歩clesmosomeが 段数 み ら靴 る

こと ば 翻 聰 閥 の違 結 芝ζ、強 固 に し よ うとす るde∫?ηOSO耽eの 枢 権性 と 戳

わ つ もの では なが ろ うが。 あ る い は拡 大 し紀紬 駝間 腔 が一 正常 な状 態 に

も どろ うピ づ噌る際 の麹 胞形態 の度化像 で・あるが も しれ ない.こ らに こ

の總 眤 閣 隆 がτ拍(二ro酒Il1Ghみ で 占有 こ れ て いる 像 や、de6取 ◇$◎租eの 衝

数 出.」屍が、 心 らす 抜大 した細 寵 聞 鰹 にみ られる こ とは、i`.「 にお け る

及応 が 基呶 釣IZぱ 一靂 の 条井 に 支翫 これ てい るも の と看 之.ら腔 ζ}。す 故

わち 電 歟 ド み;Yl.る 翻1賑 闇 の形{態像 乞.送 鰍 に み ら銑る炎姓邇.蹇 ゐ＼

ら雄 測 す{委と この細 隠 聞 の 現 象 ぱ丿繕膜 盪贋 層 に み られ る組黴 反あ0)詰

粟.そ の部 分0)tit1に お け る4獣液 の 撃衡 関係 に勾駄 乞庄 じ.ぞ の易 響 択

ヱ 皮暦 に・も畏 ん だも の と想 像 さ 且 る.まk細 磁閥 結 葛の 豚 開 は、 乙 皮層
(お.3菟63)

の齦 娃Z左 石 す る重 霎 な 釁 釜で あ リ.一 鰻 に歯 肉1英にお い て認 め の旺
(1}ア)

て い るノ 歯 肉嚢 へ のP(^」 液 め 鞍 加 とい り現 象 とも よ く..,す る.齎 拝
{z)

(ノ963)は 盲 嚢 瞬 への 俸 液融 に関 して、 こ敢 乏ζた.た丶上一皮ノ誓の簿 い こ

とに 帰因 ≦せ二てい るが.!瓜 夷験 の よ うな 協合 にぱ、結 合蘊緻 螟肋丶ら上 皮

層 に向 っ てめ澄 疆 牲 嬢増1強さ れ る滄'1卞《1・な く、上)気 表稜 が あ瞳液 な とごも

容 易 に侵 入で・と るぱ す 《あ る。 さ らに こ の緬聰 臨髴 合 の凌 化 ぱ 上,皮層

にお げ る 衝扱 白,血旅 の亦 在 匕 も 関窟 する もの と扈 わ 娩る.一 撒 に.ヒ皮愚

匁に み1ろ較 る壕 核毎 壷球 ぱ 、 飼 有層 の 炎推 墳嵌 に瑰 われ たも の が.L皮

層 湘 こ侵 入 し てと た もの 蒼あ る。 図e眺1粍(/9如)に よ れ臣 炎症・領

域 にお け る衝嵌 臼血 旅 の遊 とkは、Le民1くbtCt,.Xi{1eの 生物 哮 臨劇 生によ っ

《血 管盃 湿 性 が 元濫さ 靴 る結 震香 あ るが。粘 膜 圉 脅層 に.出1現し た多 孩 自

血 旅 ボ、 とヨの よう な搬 歎 で匸ヒ皮 屡 内に侵 入 寸 る ものが ぱ不 朗 尋あ る.し

がUL皮 暦 内 に 蟄核白血 床 叡侵入 す る際 にぱ ます・「基砥髏1に 髭 近
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し、 こ践 区買題 す るこ 乙力唱更然 的で あ る。 こ の観 熬が の みる と 所 愿で

禾 し たよ うな 「基扈 謨 」と 多寂 白血 煎 の 関像 は 多核倉 血欽 の 五皮屠 内

への侵 入之畳程9示 し てい る こ とにな る。Q)所 量 でぱ 匕 皮内 にイ曼入

レ た,衝核 臼血 旅 力く、 さ らにR主 箔犧 融面近 く まで獲 近.してい る塲 合、ε籔廴
<w>察

し た。 この こと8 .じ 麹e観0むんX}Sの 龝 で・説歸 す1ナるな ら 使Orb姻
催9>(彡0)

(!944)・6脚 肪(/96°)ら 力弋敵 意 て・㌶ よ 鵬 徽 自

血徠 に齔 牲{ζ与之 る物 質と レ ては 細 蠹毒素 や 藤 の侵入 拭 想足 で き

る.5ら に 翼泳 あ るこ とば .と≧皮 のる 屠 に認め ら淀 る衝該 白血 竦 が ぐ

のイト任位 置 と闘猟 な く 融胞 籐 能上二兎 全 と悪わ シしる嶺・成 と示、してい る点 可

あ る。 ぽ お観 臻 し 為範 囲で ぱ.皀 血 蘇が 暦形 の 渠物 髦食 食 して い た り、

死 漁 ・賄壊 レて いる像 にぱ遊 琶 し な が った 。 この こと ば 昭 箔挿 入 に伴

ぱ っ、て影 饗 と蒙 った 内縁 と 皮の.環 塊 変も の濯 度9禾 す毛 の σあ るJ

なあ 〕二皮細 胞 内 にみ ら赴 る 条粒 体、の 憂 形 に関 し て報 盛ざ扎 たも の ぱ な

騰,　 微・二繃 働 形靴 ついqま 細緲 藤 轍 鸚 繼 によ螻
な り.そ の 変形 ぱ融 胞 のκ 衡 の 員要 乙な り(Σ らに翻舵疲,産 に由宏 ずる

(a弼 躍)

ご・も いわ 畦 て いる.一 万.糸 粒体 の 褒形 ぱ 単 に細 肥 嚢牲 に よ っ て 庄 ひ る

だ聾けで ぱく.圉 足 の除 の 髄 麓 に よ り人 工 的 にも 生 じ うdと い わ既 ぐい
(7の
ζ㌧ 髫耆 の 観一察 したノ!＼腰紅 のiに 関 し てぱ一 この 曚橘 一 細 胞 溝に

糸粗 体、なろ叡 始澄認 め ら此 ない ことが ら 八`=itと 糸 粒 .体な ごの 細 勘}＼

器 官 と の関逮 牲 が 想稼 ざ れ る。

景{復に 肚 塘 と樺 入 した爪 笑蕨 の意i一 っ い て、 函 癒禰 綴 辱 の 立場 が ら

老擦 起 加 え る と.歯 冠繍綴 物の 壕く ば 歯 鋳縁 下 の 一定.位置 に敏 髭 さ減 る

の で 壁然 的 に内齔 皮 と腰 融 閲猟1ζ保 っ こと二に 蔵 る。 蔚 に金 属 冠 の場

合 にぱ そ の辺 繍 噛 贓 廃 越 え て付 簪 内靴 皮 の 顯 に到産 さ藷しる

黍 易 性 じ 易 し・。 この際 内歓 匕皮 に対 す る、 細 鞭 機檎 的影 響の程 度9

嬢 ζ)こと ば 興・味1ある問邁 て・あ るカぐ.人 エ歯 慰 のイ乍裂 が ら薮 看ま て臼こぱ複

權 の因 尋加 仆入 こ れ るのZ' .能 粋 ぱ影簷 の杷 握 ぱ函難 であ ろ。 レた叡 っ

(Pd翳 の挿 入 εもoて 豊 ち に金 属 冠 の す べて の場 息 と論す る こ 乙は

で懽 裔 い斌Pd傷 宦金属 冠 の最 宅単 純化 さ れた・もの とみ な すと き
、 金
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属 甓 の一 部 が 内緞 上皮擦 く剰 λ さ れた状 態 と仮 寅 で き る。 した が'って奉

実 験 の 結 黒 は..今 後人エ 歯 懸 と内 縁L畏 の関 係 芝ζ鮮 頭 す 勾卞(めの、ひ と

っ の 手 が'かりとなる もの でしあ る。

徳 薦

健 康 歳 氏犬 の恭 羲 超 環 いて 歯 肉内縁 虹 皮 と歯 牙 乾の聞 に競 ペ ラ ヂ ウ

ム懸8契 鹸i=入 レ ご 嘉Uく伴 なうイ誌着 殊緻Z皮 細 紀 の態 隻1ζ短 るた

めに、!～ 底遺 にわに る電 岑顕繖 擬 鶴疑 察之 哲 底い、 茨 の虧 興9得 た。

1ヱ 皮 細肥績 豆 の閤 鰹拡 欠 と共癒.細 驂繋莚(!Gt'Oi/;II.)とdes龍

ぴ3α撫eの 壇 抛が㌧認 め われ た。

2純 パ ラヂ ウム 籔 と童接 辻る 並 艮細寵 の 融駝 突愚 形 態 直 、上皮 細 贍・に

み ら穀 るh乱 洋 誌es了η∂5◎田eと ば異 験 って観察5れ たσ

3鍛 表層 に遺 い:匕皮紐 肥 に枩 い(腱 体内 鑒 物 の鱗 化於観聚 こ 赴 た。

4上 皮 、答屠 にか在す る 褒扱 臼 鱇 の葺臨 再微 細 橇 彦 にぱ.全 農喋覇 矚

区虚 じ(変 化 がみ 励 嵐 い。 な麹L皮 墓砥 勧 ⊂血 つ眺し・た 多振 皀藪 琢 貳

麾.手寝 度の 裔 いIN笶 瓱 でr塞 砥 膜1に 建 給 し て いるJ
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矛1図 付 看 内縁 上 皮基 底 細 寵 髄:萩(N)は 細 舵外 形 に耜 イ以して

楕 円形あ るいば 頚 口彫 。糸趨 体Cm)ぽ 主 と して上 皮の 基 廬

働 諏 在している・上勘 縞合組繖 界(d・寿)に み ら臆

膜様 繊庫 ぱ蓮 続 して いる。一

一3ヒ



オ2図 上:皮 ・a合 紐 織 魔 軍(deJ)の 鴾(細 攤造 二 結 含 組織 側 の細

聢膜 ぱ不 規則 に彫厚 し、.vr一 の 高 い膜様 構赱 と禾 丸 細

纖 雕 部 に対 面 レた中 間 帶 でぱ、 他 の:i・ 申 間 帯 に応 べ

て電 子蟹 度力C'やや高 い。

鴆 図 版 ・鶴 纖 懈(dej)の 微畑 ・ 細麒 肥瀦 に

対面した中間帋にぱ 電善盛度の}賢い一線(へ 印)左 認め

る,

沖4図 付着 融縁 上 皮中 間層1、 核(N)ぱ 細 聢 外形 に袙似
。糸紐 体

(m)ぱ 楕 円な いし 円形 。むono刊iあ1ηelT仁 の末 は認 め めれ

な い。 翻 躙 腔GGS)1よ 均 一 的 であ ゾdes恥SO舵 の発

達 力℃題 い。

矛5図 五 皮中 間層 にお け る 上皮細e互 間の結会 択 態;細 肥 間 腔

賄 一閑であ り、 外祿 拍 畑(才/0図)と 比 べた 場禽 蒔

7smosome(d>の 発達 状悪 くし
りnotii乙しηりeり七(七f)は

少 ない。

才6図 上 皮 中 罔層 にお げ る匕 皮融 肥0)微 細猫 超:蕨(N)駐 近 に

ぱ 七〇η0ヂ月此塑en・し の ない部 み 圦あ る。 主 とレ て この部赤 に
、

蒋 口 ないし 彫 の 繖 体(ηPお よ びコル ヂ_野(α 逮 認

め る1

ラγ7図 よ二皮 中間層 にお け一る
.]匕皮...の 微 細凝 こ:1フ レ乎 一 野(丘)

中 心体(Geη し),粗 窟 小 寵体(ER)な と・の 細 肥小 器官 は

健 全紋形9禾 し・で い る。

沖8図 上皮 申 間層 惣 颱 内 に敵 左 する 〃丶顆粒1限 界 膜E有 し、 内部

の 電5奮 度 ぱ高い。

沖9図 上 皮 中間 層 にお け るdeSmOSOmeお よ於 七〇noヂ日乱π1eほ匕

の 介布屮く態:外 鱇 上 皮.蕨層 袖吃(キ ノ0函)}こ に べ て
、to-

notila.rnen七(tDは ウーな く漁 慢 姓 であ リ、desmosome

(d)の 発蓬 も 悪 い。

禰 図 外 縁 と灘 蘓 にお げ る鯱 の袍 互 髞 こde跏 。∫。me(d)
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の発 蓬 択 よく、 切 ηo甜 匕しmeη1)(tf)ぱ 豊 富で束Eな レ てい

ζ)。

ラrll図[イ す丿葭内縁 上 皮表ゴ脅に,套ltる 形 態像 こ 表 層 の線維 状 構遊.(千)

に獲 す る細 脂 内にぱ.糸 齢 ぐ恥)が 健一全・紋1形で 認 め ら穀 る。

矛12図 衝被 白血琢(尸 η1)と ヱ.皮細 肥の梼 融状 態:兩 養 は蔚 剔 な

紐 肥 躡結合 之禾 レ てい な し㌔

オi3図.外{縁 上皮顆 粒 層 にお㌧1ナ3)7つ トピ ア リン穎 粒(Khζ)

X14図 庫 入 さ赦たuJ¥`ラ ヂ ウA漿(P)の 固 定状 莚 。

オ6図 純 ペ ラヂ ウム 箔 挿入 佐 置 区禾 す 考蜘 象;h-E秦 色,XlO。

オ め 図 箔 樺 入彼 に籀 鼠 レた歯 肉 の光 顕像:話 瓢 匹は 電尋顕微 鏡

に よ蠹 酸黶 部位 乞元 洗 衢後4置,片 一E深 色 。XZO。

才 斤図 同.ヒ括 瓢 区 の極 穴像:表 履P緇臨(SG>の 徹 激 色度 のイ琢下

と多教 負.血〕味(Pnl)の 出虎 ぎ禾す。 入400。

w上 皮細 眤 閣酸 の菘 諏 と箔ヒノOV}日1(了nv)の 増湘 こ 嬪簿 入

綾 う薀 の竃 震像.

才19図 拡張 せ る上 皮細 皰 愚 腔 にお けるTitiGI'ovilli(my)の 丿嘗加 と

de$mosome(d)(7〕 集合状 恁 三 鬚樺入.コ後5遇 の電顕 像。

沖20図 箔に擬 融 辻 る内縁 一ヒ皮細 貶:表 暑 融 肥 の透 籬 ⑭・に 隣mi-

crOviiliぐ 个印)が 認 め ら」2.聢 体 内容 は稀 簿化 レて ひる.

多 稼 它血 球(PnDの 微 勧鎚 は健 企〉攻形 と禾 し・て い る。 循'

復 μ.週、

沖21図 箔1樺 λ せ る内縁 払皮 の 中:;:表 層 翻姥 直下 のん 尾

層 の細 皰 に おいてdes僧OSOη 乞e(d》 の数 は ケない。 衡

彼4趨 。

杷 図 表 層 睡 い"%"'iiluに 雛 レ た・1・馳(ぜ 辰.wr,:

Z遺 におげる 鼈 黶像.

掬23,24図 中'間層上.皮・細 肥 内の糸L粒体(1T1)こ 箔挿冫＼後3週}こ お

げ る殊三 の増 大。

労25図r基 魅膜 ユと履 複 宦皿家(Palym.111e薦)の 樽 畑 係
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;小 即 は電 ぞト麿{隻 の 高 い ノ}＼突 起 .


























